
（ 1 ）

私たちは、公益財団法人広島市老人クラブ連合会の活動を応援しています

令和 6年（2024年）1月 1日発行第 66 号（通刊 112 号）

広島市老人福祉大会開催‼広島市老人福祉大会開催‼

ー 広島市老人クラブ連合会 ー ー 広島市老人クラブ連合会 ー 

ひろしま
2024

66号 通刊
112号

発行所／公益財団法人広島市老人クラブ連合会 広島市南区松原町 5 番 1 号　E-mail ／ yuai@rouren.city.hiroshima.jp　HP ／ http://www.rouren.city.hiroshima.jp
発行人／高橋　　博　電話／ 082-207-3850　FAX ／ 082-207-3860　編集協力／株式会社 博報社　大阪市喜連西 4-6-69　電話／ 06-6797-0212

4年ぶりに開催、多くの方が集う素晴らしい大会となりました。4年ぶりに開催、多くの方が集う素晴らしい大会となりました。

～広島文化学園HBGホール～～広島文化学園HBGホール～

※広島市老人福祉大会の詳細に関しては中ページでも掲載してます。ご覧ください。※広島市老人福祉大会の詳細に関しては中ページでも掲載してます。ご覧ください。

広
島
市
老
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ラ
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会

会
長
　
　
高
橋
　
　
博

広
島
市
長
　
松
井
　
一
實

新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
も
よ
う

や
く
沈
静
化
の
兆
し
が
見
え
、
様
々

な
物
事
が
以
前
の
よ
う
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
私
達
高
齢
者
は
、
引

き
続
き
十
分
注
意
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
人
生
時
間
に
は
限
り
が
あ

明
け
ま
し
て

　
　
　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会

員
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
し
い

年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
は

市
政
へ
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
、
高
齢
者
の
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
れ
ぞ

れ
に
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
お
互
い

り
ま
す
。
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
残

さ
れ
た
時
間
が
よ
り
貴
重
に
な
っ
て

い
る
事
で
し
ょ
う
。
元
来
人
は
社
会

的
存
在
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の

大
切
な
時
間
を
使
っ
て
、
自
分
を
始

め
周
り
の
人
や
組
織
を
、
そ
し
て
時

や
場
や
様
々
な
物
事
を
、
活
か
し
て

い
た
だ
く
事
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
発
揮
で
き

る
の
は
、
喜
ば
し
い
事
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
人
類
は
言
葉
を
生
み

出
し
ま
し
た
。
人
は
言
葉
を
認
識
し

て
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
そ
こ
で
私

は
、
良
い
言
葉
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言

葉
を
選
ん
で
生
き
る
事
が
重
要
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
皆
様
の
御
清
祥
を
祈
念

申
し
上
げ
て
、
年
頭
の
御
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

に
支
え
合
い
、
い
き
い
き
と
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
公
的
機

関
の
援
助
に
よ
る
「
公
助
」
に
加
え
、

自
発
的
に
自
身
の
生
活
課
題
を
解
決

す
る
「
自
助
」
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
生
活
課
題
を
お
互
い
が
解
決
し

合
う
「
共
助
」
の
取
組
が
重
要
に
な

り
ま
す
。

　

本
市
が
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て

い
く
上
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
様
が
、

地
域
で
長
年
に
わ
た
り
高
齢
者
の
生

き
が
い
や
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
ら
れ
る
こ
と
を
大
変
心
強
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
柱
に
、
様
々
な
地
域
活
動
に
取
り

組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
本
市
行
政
へ

の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
活
か
し
な
が
ら
生
き
る
」

年
頭
の
御
挨
拶
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広
島
市
長
表
彰

　

�

〇�

老
人
ク
ラ
ブ�������������

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

南
観
音
四
ツ
葉
会
（
西　

区
）

青
崎
二
丁
目
青
寿
会
（
南　

区
）

緑
ヶ
丘
町
内
み
ど
り
会（
安
佐
南
区
）

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
芙
蓉
会（
佐
伯
区
）

　

�

〇�

老
人
ク
ラ
ブ　
　
　
　

育
成
指
導
功
労
者
表
彰

佐
藤　

允
俊
（
東　

区
）

谷
本　

合
一
（
東　

区
）

井
唯　

瑞
彦
（
佐
伯
区
）

江
藤　

和
彦
（
佐
伯
区
）

西
川　

國
昭
（
佐
伯
区
）

�

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ

　

連
合
会
会
長
表
彰

　

〇
永
年
勤
続
表
彰

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

在
任
7
年
以
上

津
村　

征
志
（
中　

区
）

田
中　

博
美
（
中　

区
）

谷
口　

忠
臣
（
東　

区
）

竹
本　
　

保
（
東　

区
）

冨
田　

宏
治
（
東　

区
）

木
村　
　

光
（
南　

区
）

岩
室　

静
範
（
安
佐
南
区
）

毛
利　

公
昭
（
安
佐
南
区
）　　

谷
川　

正
徳
（
安
佐
南
区
）

原
田　

光
治
（
安
佐
南
区
）

櫻
田　

憲
二
（
安
佐
北
区
）

貞
綱　
　

勉
（
安
佐
北
区
）

植
田　

守
雄
（
佐
伯
区
）

�����　

広
島
市
老
連

　

理
事
・
監
事
・
評
議
会

在
任
5
年
以
上

井
唯　

瑞
彦
（
佐
伯
区
）

　

〇
特
別
表
彰

　
　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

　
　

在
任
20
年
以
上

坂
井　

俊
二
（
中　

区
）

前
田　

啓
雄
（
南　

区
）

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

会
長
表
彰

　

〇
育
成
功
労
表
彰

山
本　

良
廣
（
西　

区
）

河
内　

幸
三
（
東　

区
）

　

〇
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

長
束
長
寿
会
連
合
会

（
安
佐
南
区
）

鉾
取
老
人
ク
ラ
ブ

（
安
芸
区
）　

　

〇
活
動
賞

平
原
上
第
１
一
心
会
（
安
芸
区
）

矢
野
第
５
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

（
安
芸
区
）

東
観
音
台
熟
年
会

（
佐
伯
区
）

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度  

広
島
市
老
人
福
祉
大
会
　
表
彰
一
覧

広
島
市
老
人
福
祉
大
会
　
表
彰
一
覧

高橋　博 市老連会長高橋　博 市老連会長

松井　一實 市長松井　一實 市長

母谷　龍典 市議会議長母谷　龍典 市議会議長

表彰された皆様受賞おめでとうございます！表彰された皆様受賞おめでとうございます！

※活動賞受賞3クラブの記事を6ページで掲載しています。※活動賞受賞3クラブの記事を6ページで掲載しています。
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各地区がこの日の為に練習を各地区がこの日の為に練習を
重ねてきた演目を披露しました！重ねてきた演目を披露しました！

老人福祉老人福祉
大会開催‼大会開催‼

南区 【翠町学区老人クラブ連合会】南区 【翠町学区老人クラブ連合会】

竹
本　

恒
子

竹
本　

恒
子

平
藤　

歌
子

平
藤　

歌
子

山
城
知
恵
子

山
城
知
恵
子

佐
々
木
千
鶴
子

佐
々
木
千
鶴
子

弘
法　

愛
子

弘
法　

愛
子

平
田
登
茂
子

平
田
登
茂
子

山
下　

淑
江

山
下　

淑
江

加
戸
川
鳴
美

加
戸
川
鳴
美

灘
本　

幸
雄

灘
本　

幸
雄

水
成　

房
恵

水
成　

房
恵

杉
原　

桃
香

杉
原　

桃
香

若
本
シ
ズ
コ

若
本
シ
ズ
コ

内
田
冨
貴
子

内
田
冨
貴
子

熊
谷　

光
代

熊
谷　

光
代

石
田
恵
美
子

石
田
恵
美
子

佐
伯　

淑
子

佐
伯　

淑
子

永
井　

民
子

永
井　

民
子

岡
田　

久
子

岡
田　

久
子

世
羅
ユ
キ
ノ

世
羅
ユ
キ
ノ

山
根
セ
ツ
子

山
根
セ
ツ
子

秋
本
美
和
子

秋
本
美
和
子

村
谷　

徳
男

村
谷　

徳
男

谷
本　

花
子

谷
本　

花
子

倉
本　

初
枝

倉
本　

初
枝

古
廣
シ
ズ
エ

古
廣
シ
ズ
エ

植
田
サ
ダ
コ

植
田
サ
ダ
コ

高
山　

可
笑

高
山　

可
笑

小
谷
ヒ
サ
コ

小
谷
ヒ
サ
コ

重
本　

照
雄

重
本　

照
雄

岡　
　

澄
子

岡　
　

澄
子

板
倉
ミ
ツ
子

板
倉
ミ
ツ
子

楠　

ト
シ
子

楠　

ト
シ
子

向
井
ヒ
デ
子

向
井
ヒ
デ
子

免
田　

保
江

免
田　

保
江

数
村　
　

悟

数
村　
　

悟

西
岡
カ
ズ
エ

西
岡
カ
ズ
エ

吉
本　

篤
夫

吉
本　

篤
夫

三
村　

正
子

三
村　

正
子

（
白
島
）

（
白
島
）

（
幟
町
）

（
幟
町
）

（
千
田
）

（
千
田
）

（
千
田
）

（
千
田
）

（
千
田
）

（
千
田
）

（
吉
島
）

（
吉
島
）

（
吉
島
）

（
吉
島
）

（
青
崎
）

（
青
崎
）

（
比
治
山
）

（
比
治
山
）

（
古
市
）

（
古
市
）

（
安
東
）

（
安
東
）

（
安
西
）

（
安
西
）

（
長
束
）

（
長
束
）

（
長
束
）

（
長
束
）

（
戸
山
）

（
戸
山
）

（
志
屋
）

（
志
屋
）

（
高
南
）

（
高
南
）

（
高
南
）

（
高
南
）

（
高
南
）

（
高
南
）

（
三
田
）

（
三
田
）

（
口
田
東
）

（
口
田
東
）

（
口
田
東
）

（
口
田
東
）

（
三
入
）

（
三
入
）

（
可
部
南
）

（
可
部
南
）

（
亀
山
）

（
亀
山
）

（
久
地
）

（
久
地
）

（
矢
野
）

（
矢
野
）

（
矢
野
）

（
矢
野
）

（
矢
野
）

（
矢
野
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
八
幡
）

（
美
鈴
が
丘
）

（
美
鈴
が
丘
）

（（
五
日
市
観
音

五
日
市
観
音
））

（（
五
日
市
観
音

五
日
市
観
音
））

（（
五
日
市
観
音

五
日
市
観
音
））

（
観
音
西
）

（
観
音
西
）

（
東
観
音
台
）

（
東
観
音
台
）

（
東
観
音
台
）

（
東
観
音
台
）

白
寿
お
め
で
と
う

白
寿
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
五
年
九
月
七
日
㈭
、
広

島
文
化
学
園
Ｈ
Ｂ
Ｇ
ホ
ー
ル

に
て
広
島
市
老
人
福
祉
大
会

が
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

一
〇
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
老
人

ク
ラ
ブ
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん

へ
の
表
彰
を
は
じ
め
、
落
語
家 

桂 

花
團
治
さ
ん
に
よ
る
講
演

「
街
角
に
生
き
る
笑
い
の
力
」、

そ
し
て
芸
能
発
表
で
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
大
き
な
舞
台
で
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発

揮
さ
れ
ま
し
た
、

　

昨
年
来
れ
な
か
っ
た
方
も
含

め
、
今
年
は
ぜ
ひ
老
人
福
祉
大

会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

桂　花團治さん桂　花團治さん

記念講演 「街角に生きる笑いの力」記念講演 「街角に生きる笑いの力」

井唯　瑞彦 副会長井唯　瑞彦 副会長

佐伯区 【楽々園学区シニアクラブ連合会明星会】佐伯区 【楽々園学区シニアクラブ連合会明星会】 東区 【牛田地区老人クラブ連合会】東区 【牛田地区老人クラブ連合会】

中区 【白島学区老人クラブ連合会】中区 【白島学区老人クラブ連合会】安佐北区 【可部地区老人クラブ連合会女性部】安佐北区 【可部地区老人クラブ連合会女性部】

安佐南区 安佐南区 【【上中調子万年青年会女性部すずらんの会上中調子万年青年会女性部すずらんの会】】

西区 【己斐学区老人クラブ連合会よつば会】西区 【己斐学区老人クラブ連合会よつば会】
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昨
年
五
月
十
三
日
か
ら
三

日
間
、
元
宇
品
町
で
開
催
さ

れ
た
G
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に

お
い
て
、
地
元
で
は
総
力
を

挙
げ
協
力
し
、

滞
り
な
く
終
え

た
こ
と
は
い
ま

だ
記
憶
に
残
っ

て
い
ま
す
。

　

当
時
、
サ

ミ
ッ
ト
開
催
に

当
た
っ
て
、
入

域
制
限
や
交

通
規
制
、
電

停
場
所
の
変
更
等
こ
れ
ま
で

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
規
制

が
次
々
発
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

平
素
か
ら
培
っ
て
い
た
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
情
報
連
絡
網
を

生
か
し
正
確
か
つ
ス
ム
ー

ズ
に
伝
達
す
る
こ
と
が
で
き
、

地
域
活
動
が
思
い
が
け
ず
役

に
立
ち
ま
し
た
。

　

そ
し
て
皆
さ
ん
色
々
な
制

限
に
対
し
苦
情
一
つ
言
わ
ず

遵
守
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
も
て
な
し
活
動

に
つ
い
て
も
色
々
ア
イ
デ
ア

が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
を
挙

げ
て
の
大
事
業
の
中
で
、
私

共
が
協
力
出
来
た
の
は
、
主

と
し
て
清
掃
活
動
で
し
た
。

　

当
地
域
の
集
会
所
は
全
国

各
地
の
警
察
の
警
備
関
係
者

待
機
所
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
、
老
人
ク
ラ
ブ

員
の
声
で
、
使
用
さ
れ
る
集

会
所
内
で
平
素
手
が
届
か
な

い
場
所
や
周
辺
の
清
掃
活
動
、

そ
し
て
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、

の
部
品
点
検
、
取
り

換
え
等
を
行
い
、
少

し
で
も
快
適
感
を
味

わ
っ
て
い
た
だ
く
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
中

国
新
聞
（
五
月
三
日

付
）
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
こ
の
度
、
広
島

県
警
か
ら
感
謝
状
が

下
付
さ
れ
、
老
人
ク

ラ
ブ
員
一
同
平
素
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
後
の
達
成
感
、
充

実
感
を
享
受
す
る
こ
と
が
で

き
、
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
切
な
あ
な
た
に
優
し
い
音

楽
を
お
届
け
し
た
い
と
の
思
い

で「
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
七
の
お
と
」

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

音
大
時
代
の
同
級
生
を
病
気

で
亡
く
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
二
〇
一
六
年
に
「
あ
ん
さ

ん
ぶ
る
」
を
結
成
。
病
気
と
闘

っ
て
い
る
方
々
や
ご
家
族
の
皆

様
に
優
し
い
時
間
を
お
届
け
し

た
い
思
い
で
、
病
院
、
緩
和
ケ

ア
、
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演

奏
を
は
じ
め
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
う
。
西
日
本
豪
雨

災
害
に
よ
り
被
災
し
た
矢
野
幼

稚
園
に
二
〇
一
九
年
に
ハ
ナ
ミ

ズ
キ
を
寄
贈
。
植
樹
イ
ベ
ン

ト
に
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
。

C
D
「
優
し
い
時
間
」
を
リ
リ

ー
ス
。
収
益
金
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
広
島
の
災
害
復
興
の

た
め
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

二
〇
二
一
年
十
一
月
に
は
、

フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
、
キ

ー
ボ
ー
ド
＆
カ
ホ
ン
の
五
名
の

演
奏
で
、
名
作
映
画
音
楽
メ
ド

レ
ー
「
ム
ー
ン
リ
バ
ー
・
ひ

ま
わ
り
・
子
象

の
行
進
」
な
ど

の
演
奏
を
鑑
賞

し
、
充
実
し
た

優
し
い
時
間
と

空
間
を
堪
能
し

ま
し
た
。

　

次
回
は
、
二

月
に
安
芸
区
シ

ル
バ
ー
リ
ー
ダ

ー
交
流
会
で
の

演
奏
予
定
。
ま

た
、
女
性
コ
ー

ラ
ス
の
鑑
賞
講

座
を
予
定
し
、

教
養
を
深
め
楽

し
い
時
間
と
空

間
を
作
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

広
島
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
各
区
の
活
動

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る

各
区
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
！

安
芸
区
矢
野
第
3
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
　
伊
藤
　
　
操

あ
ん
さ
ん
ぶ
る
七
の
お
と　

教
養
講
座

宇
品
西
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　

会
長
　
中
原
　
健
治

G
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
と
宇
品
西
地
区

老
人
ク
ラ
ブ
の
支
援
活
動
に
つ
い
て

安芸区の安芸区の
活動投稿活動投稿

南区の南区の
活動投稿活動投稿

宇品西地区老人クラブ連合会 中原会長宇品西地区老人クラブ連合会 中原会長

教養講座 あんさんぶる七のおと　於 矢野福祉センター教養講座 あんさんぶる七のおと　於 矢野福祉センター
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東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は

十
一
学
（
地
）
区
、
単
位
ク
ラ

ブ
は
四
十
四
ク
ラ
ブ
の
規
模
で

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
役
員

は
会
長
、
副
会
長
二
名
、
女
性

部
長
、
監
事
二
名
、
理
事
八
名

で
の
組
織
構
成
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
も
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
活
動

を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。
全
体

の
活
動
参
加
者
人
数
の
動
向
と

し
て
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と
の

報
告
が
聞
か
れ
ま
す
。
現
行
の

活
動
継
続
が
難
し
く
な
る
よ
う

な
単
位
ク
ラ
ブ
も
出
て
く
る
事

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
会
員

で
は
あ
る
が
、
活
動
参
加
さ
れ

て
い
な
い
方
の
啓
発
と
、
新
規

会
員
の
獲
得
の
為
に
も
新
し
い

例
会
を
企
画
実
施
し
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

十
一
月
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

も
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
主

体
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、

年
々
参
加
者
が
減
少
の
傾
向
に

あ
る
為
、
今
年
は
新
し
く
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
事
に
決

定
い
た
し
ま
し
た
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
誰
で
も
歩
く
事
は
出

来
ま
す
。
生
活
を
営
む
上
で
歩

行
は
必
要
不
可
欠
な
基
本
で

す
。
た
だ
、
や
み
く
も
に
歩
け

ば
良
い
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
高
齢
に
な
れ
ば
歩

く
姿
勢
が
問
題
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
た
ば

か
り
に
膝
を
悪
く
し
た
、
腰
に

違
和
感
が
出
て
来
た
と
か
、
体

を
痛
め
る
逆
効
果
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
広
島
県
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
の
協
力
を
得

て
、
正
し
い
歩
き
方
の
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
今
回
は
二
葉
の

里
七
福
神
巡
り
を
企
画
い
た
し

ま
し
た
。
歴
史
的
に
も
広
島
の

変
遷
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る

神
社
仏
閣
で
す
。
各
広
島
城
主

が
北
東
の
鬼
門
に
位
置
す
る
二

葉
の
里
に
、
神
社
仏
閣
を
建
て

て
結
界
を
張
り
、
城
内
に
邪
気

が
入
る
の
を
防
い
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
集
合
場
所

は
、
広
島
駅
か
ら
歩
い
て
五
分

位
の
位
置
に
公
園
が
あ
り
、
近

隣
に
数
百
台
規
模
の
駐
車
場
が

有
る
の
で
、
こ
こ
の
公
園
を
ス

タ
ー
ト
ゴ
ー
ル
に
し
て
、
七
箇

所
の
神
社
仏
閣
を
周
回
コ
ー
ス

で
四
キ
ロ
、
フ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク

で
巡
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
安

全
対
策
と
し
て
広
島
県
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
協
会
の
方
々
に
、
先
頭

に
コ
ー
ス
リ
ー
ダ
ー
、
最
後
尾

に
ア
ン
カ
ー
と
し
て
同
行
し
て

も
ら
い
、
負
傷
者
、
故
障
者
の

対
応
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
万
が
一
の
為
傷
害

保
険
に
も
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

東
区
老
連
と
し
て
は
、
初
め

て
の
試
み
で
あ
り
、
初
冬
の
快

晴
の
下
、
総
計
五
十
五
名
の

方
々
に
二
葉
の
里
歴
史
の
散
歩

道
を
七
福
神
巡
り
し
な
が
ら
、

事
故
も
な
く
無
事
に
歩
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

手
作
り
熊
手
、
竹

ぼ
う
き
を
平
和
公
園

に
二
十
四
年
間
、
広

島
市
へ
寄
贈
を
続
け

て
お
り
ま
す
。
私
達

の
グ
ル
ー
プ
は
安
佐

北
区
白
木
町
、
関
川

福
寿
会
の
仲
間
で
作

成
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

原
爆
で
亡
く
な
っ

た
人
達
を
慰
霊
す
る

為
に
二
〇
〇
一
年
か

ら
作
り
始
め
今
日
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
熊

手
作
り
、
竹
ぼ
う
き

作
り
は
、
寒
さ
が
し
み
る
二
月

上
旬
に
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
、

竹
を
取
り
に
行
く
事
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
我
が
家
の
納
屋
に
六

十
代
か
ら
八
十
代
の
仲
間
、
十

人
が
集
ま
り
二
十
日
間
ぐ
ら
い

作
り
続
け
ま
す
。
最
初
は
三
人

で
作
り
始
め
、
手
伝
い
た
い

と
言
う
仲
間
が
徐
々
に

集
ま
り
、
気
付
け
ば
二

十
四
年
が
た
ち
ま
し
た
。

小
さ
な
掃
除
道
具
に
は
、

平
和
へ
の
願
い
が
こ
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現

在
は
朝
八
時
か
ら
弁
当

持
参
で
、
木
炭
ス
ト
ー

ブ
を
囲
ん
で
夕
方
迄
作

業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
、
年
を

取
っ
て
作
れ
な
く
な
る

日
が
訪
れ
て
も
、
き
っ

と
誰
か
が
後
を
継
い
で

く
れ
る
だ
ろ
う
。
広
島

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
平

和
公
園
で
、
こ
れ
か
ら

も
掃
除
を
し
て
も
ら
え

た
ら
あ
り
が
た
い
で
す
。

東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　

活
動
状
況

手
作
り
熊
手
、
竹
ぼ
う
き
寄
贈

東
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
副
会
長
　
佐
藤
　
光
明

安
佐
北
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
関
川
福
寿
会

会
長
　
永
井
　
俊
之

東区の東区の
活動投稿活動投稿

安佐北区の安佐北区の
活動投稿活動投稿

新たな活動として始まったウォーキング新たな活動として始まったウォーキング
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平
原
上
第
１
一
心
会
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
地
域
へ

の
友
愛
活
動
を
定
期
的
な
取
組

の
中
心
に
す
え
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
で
は
、

週
二
回
の
練
習
、
月
一
回
の
例

会
に
加
え
、
年
一
回
、
一
心
会

が
主
催
と
な
っ
て
大
会
を
開
催

し
て
お
り
、
健
康
維
持
を
目
指

す
と
と
も
に
、
会
員
相
互
が
楽

し
み
、
笑
い
の
絶
え
な
い
ク
ラ

ブ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

友
愛
活
動
で
は
、
一
人
暮
ら

し
の
会
員
宅
の
訪
問
、
公
園
の

清
掃
な
ど
、
定
期
的
な
活
動
を

通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま

す
。

                    
 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
が
十
月

二
十
八
日
～
三
十
一
日
に
愛
媛

県
で
開
催
さ
れ
、
広
島
市
か
ら

は
二
十
四
種
目
、
約
一
六
〇
人

の
選
手
団
が
派
遣
さ
れ
ま
し

た
。

　

市
老
連 

高
橋
会
長
は
、
広

島
市
の
団
長
と
し
て
選
手
団
を

率
い
、
文
化
財
団
職
員
や
市

老
連 

三
浦
主
任
ら
と
と
も
に
、

各
地
の
競
技
会
場
を
回
っ
て
選

手
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

市
老
連
大
会
を
勝
ち
抜
い
た

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ

ン
ク
、
囲
碁
・
将
棋
の
選
手
た

ち
も
、
各
地
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
選

手
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

来
年
の
大
会
は
鳥
取
県
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
を
目
指
し
て
市
の
大
会
で
も

力
が
入
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

矢
野
第
５
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

は
、
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
積
極

的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

矢
野
い
き
い
き
体
操
ク
ラ
ブ

で
は
、「
一
〇
〇
歳
ま
で
元
気

で
生
き
よ
う
！
」を
合
言
葉
に
、

週
一
回
、
百
歳
体
操
（
広
島
県

民
体
操
、高
知
県
民
体
操
、カ
ー

プ
体
操
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

歌
お
う
会
で
は
、
公
民
館
で

の
月
例
会
に
向
け
、
唄
と
踊
り

（
矢
野
音
頭
、
そ
れ
ゆ
け
カ
ー

プ
、
二
宮
金
次
郎
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

体
を
動
か
し
、

声
を
出
す
こ
と
は
、

肺
機
能
を
促
進
し
、

健
康
長
寿
に
つ
な

が
り
ま
す
。
参
加

す
る
こ
と
で
元
気

に
会
話
す
る
と
同
時
に
、
安
否

も
確
認
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
低
下
し
た
健

康
や
他ひ

と人
と
の
つ
な
が
り
を
一

刻
も
早
く
取
り
戻
そ
う
」
と
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
一
体

と
な
っ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

仲
間
づ
く
り
で
は
、
健
康
づ

く
り
の
柱
と
な
る
「
会
員
の
増

強
」
を
、
地
域
の
共
通
課
題
と

し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

町
内
会
・
社
協
な
ど
に
働
き
か

け
て
「
入
会
お
す
す
め
運
動
」

を
展
開
。
一
年
間
で
、
十
八
名

の
新
規
加
入
が
あ
り
、
会
員
数

は
百
名
の
大
台
を
得
ま
し
た
。

　

交
流
活
動
で
は
、「
銀
河
ク

ル
ー
ズ
船
周
遊
会
」
で
六
十
六

名
参
加
・
町
内
会
と
連
携
し
た

「
と
～
か
ん
カ
フ
ェ
」・
友
愛
声

か
け
訪
問
や
、「
カ
ラ
オ
ケ
・

合
唱
部
」
の
再
開
な
ど
、
コ
ロ

ナ
前
の
元
気
取
戻
し
に
ま
っ
し

ぐ
ら
で
す
。

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰『
活
動
賞
』受
賞
ク
ラ
ブ
紹
介

～
各
活
動
受
賞
ク
ラ
ブ
の
皆
様
、

こ
の
度
の
受
賞
大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
～

平
原
上
第
１
一
心
会

（
安
芸
区
中
野
東
学
区
）

矢
野
第
５
地
区
老
人
ク
ラ
ブ

（
安
芸
区
矢
野
地
区
）

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
熟
年
会

（
佐
伯
区
東
観
音
台
地
区
）

会　

長

会　

長

高
橋
　
　
博

高
橋
　
　
博

副
会
長

副
会
長

井
唯
　
瑞
彦

井
唯
　
瑞
彦

堂
本
　
澄
子

堂
本
　
澄
子

髙
畑
　
太
郎

髙
畑
　
太
郎

常
務
理
事

常
務
理
事

藤
井
　
伸
朗

藤
井
　
伸
朗

理　

事

理　

事

佐
々
木
　
謇

佐
々
木
　
謇

河
内
　
幸
三

河
内
　
幸
三

谷
本
　
合
一

谷
本
　
合
一

村
上
　
壽
孝

村
上
　
壽
孝

木
原
　
和
子

木
原
　
和
子

満
田
チ
エ
コ

満
田
チ
エ
コ

山
本
　
良
廣

山
本
　
良
廣

長
瀬
　
正
勝

長
瀬
　
正
勝

溝
広
　
好
子

溝
広
　
好
子

吉
島
　
　
稔

吉
島
　
　
稔

畠
山
　
朝
子

畠
山
　
朝
子

清
水
　
兼
彦

清
水
　
兼
彦

監　

事

監　

事

上
橋
　
　
渡

上
橋
　
　
渡

伊
藤
　
　
操

伊
藤
　
　
操

評
議
員

評
議
員

坂
井
　
俊
二

坂
井
　
俊
二

兼
重
　
璋
夫

兼
重
　
璋
夫

佐
藤
　
允
俊

佐
藤
　
允
俊

角
田
　
寿
男

角
田
　
寿
男

大
和
　
充
子

大
和
　
充
子

前
川
　
信
義

前
川
　
信
義

山
田
　
真
澄

山
田
　
真
澄

新
宮
　
勝
哉

新
宮
　
勝
哉

秋
山
　
元
子

秋
山
　
元
子

遠
藤
　
哲
亮

遠
藤
　
哲
亮

松
尾
　
治
雄

松
尾
　
治
雄

永
井
　
俊
之

永
井
　
俊
之

綿
谷
　
淑
子

綿
谷
　
淑
子

藤
井
　
　
靖

藤
井
　
　
靖

廣
藤
　
武
士

廣
藤
　
武
士

事
務
局

事
務
局

藤
井
　
伸
朗

藤
井
　
伸
朗

三
浦
　
宏
昌

三
浦
　
宏
昌

髙
本
　
雪
乃

髙
本
　
雪
乃

宮
田
　
加
代

宮
田
　
加
代

第
三
十
五
回 

全
国
福
祉
祭
え
ひ
め
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

新年あけましておめでとうございます新年あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願いします本年もよろしくお願いします

広島市老人クラブ連合会�役員一同広島市老人クラブ連合会�役員一同

グラウンド・ゴルフ会場の選手達グラウンド・ゴルフ会場の選手達
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私たちは、公益財団法人広島市老人クラブ連合会の活動を応援しています

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

に
突
入
す
る
二
〇
二
五
年
に

は
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
は

三
十
％
に
、
七
十
五
歳
以
上
の

人
口
が
約
十
八
％
に
至
り
ま

す
。
団
塊
の
世
代
ジ
ュ
ニ
ア
が

六
十
五
歳
を
迎
え
る
二
〇
三
五

年
に
は
さ
ら
に
高
齢
化
率
が
上

昇
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
、
世

界
で
も
有
数
の
長
寿
社
会
を
実

現
し
て
き
た
日
本
に
お
い
て
は
、

平
均
寿
命
の
延
伸
と
高
齢
化
の

進
行
で
大
き
な
問
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
そ
の
第
一
は
、
平

均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
乖
離
で
、

第
二
は
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費

の
増
加
で
す
。

　

平
均
寿
命
と
は
〇
歳
に
お
け

る
平
均
余
命
の
こ
と
で
、
健
康

寿
命
と
は
、
健
康
上
の
問
題
で

日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と

な
く
生
活
出
来
る
期
間
を
指
し

ま
す
。
二
〇
一
九
年
の
段
階
で

男
性
平
均
寿
命
は
約
八
十
一
歳
、

健
康
寿
命
は
七
十
二
歳
、
女
性

平
均
寿
命
は
八
十
七
歳
、
健
康

寿
命
は
七
十
五
歳
で
す
。
男
女

と
も
に
約
十
歳
の
開
き
が
あ
り
、

こ
の
十
年
間
は
誰
か
の
助
け
が

必
要
な
状
況
で
の
生
活
が
強
い

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
健

康
寿
命
の
延
伸
を
達
成
出
来
な

い
場
合
、
助
け
が
必
要
な
高
齢

者
が
大
き
く
増
加
し
、
介
護
の

分
野
を
圧
迫
し
続
け
ま
す
。
脳

卒
中
・
循
環
器
病
は
、
介
護
が

必
要
と
な
る
主
な
原
因
の
第
一

位
で
あ
り
、
ま
た
後
期
高
齢
者

の
死
亡
原
因
の
第
一
位
で
も
あ

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
脳
卒
中
・

循
環
器
病
の
医
療
費
は
全
医

療
費
の
二
十
％
を
占
め
て
お
り
、

超
高
齢
化
社
会
へ
向
け
た
医
療

改
革
を
考
え
る
と
き
、
脳
卒
中
・

循
環
器
病
対
策
は
緊
急
に
と
理

組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
最
も

重
要
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え

て
、
国
は
「
健
康
寿
命
の
延
伸

等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心

臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に

係
る
対
策
に
関
す
る
基
本
法
」

(

循
環
器
病
対
策
基
本
法)

を

二
〇
一
八
年
十
二
月
に
成
立
さ

せ
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
か
ら

施
行
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、「
循
環
器

病
の
予
防
や
正
し
い
知
識
の
普

及
啓
発
」、「
保
険
、
医
療
及
び

福
祉
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
の
充
実
」
及
び
「
循
環
器

病
の
研
究
推
進
」
の
三
つ
の
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

「
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
三
年
以
上

の
健
康
寿
命
の
延
伸
及
び
循
環

器
病
の
年
齢
調
整
死
亡
率
の
減

少
」
を
目
指
す
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的
対

応
は
都
道
府
県
毎
に
都
道
府
県

循
環
器
病
対
策
推
進
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
地
域
の
事
情
に

応
じ
た
脳
卒
中
、
循
環
器
病
対

策
が
遂
行
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
、
現
在
は
広
島
県
を
中

心
に
政
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

脳
卒
中
に
関
し
て
は
、
一
次

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー(Prim

ary 

Stroke Cente : PSC)

を
選
定

し
、
患
者
さ
ん
を
救
急
隊
に
よ
っ

て
常
に
適
切
な
医
療
機
関
へ
搬

送
す
る
地
域
脳
卒
中
診
療
体
制

を
確
立
し
、
迅
速
で
適
切
な
診

療
を
住
民
の
皆
様
に
提
供
す
る

体
制
を
構
築
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
防
の
観
点
か
ら
加
齢

に
加
え
て
生
活
習
慣
の
歪
み
や

高
血
圧
な
ど
の
危
険
因
子
に
つ

い
て
県
民
に
広
く
啓
蒙
す
る
機

会
を
増
や
し
、
講
演
会
や
地
域

で
の
勉
強
会
等
を
積
極
的
に
行

う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

循
環
器
病
に
関
し
て
は
、
急

性
心
筋
梗
塞
患
者
さ
ん
へ
の
、

適
切
な
緊
急
治
療
の
体
制
構
築

を
徹
底
し
、
広
く
県
民
が
急
性

期
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
急
性
大

動
脈
解
離
、
大
動
脈
破
裂
、
下

肢
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症
へ
の
急

性
・
慢
性
期
対
応
も
十
分
に
治

療
提
供
で
き
る
体
制
構
築
を
急

い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脳
卒
中

同
様
に
予
防
の
観
点
か
ら
、
県

民
皆
様
に
広
く
病
気
の
啓
蒙
を

行
う
機
会
を
提
供
す
る
体
制
構

築
を
急
い
で
い
ま
す
。
脳
卒
中
・

循
環
器
病
は
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
等
の
危
険
因
子
が

重
複
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ず

れ
の
啓
蒙
活
動
も
生
活
習
慣
病

へ
の
日
頃
か
ら
の
対
策
を
皆
様

に
広
く
認
知
い
た
だ
く
よ
う
な

形
で
の
講
演
会
、
勉
強
会
を
企

画
し
て
い
き
ま
す
。
国
は
、
ま

す
ま
す
進
む
超
高
齢
化
社
会
を
、

健
康
寿
命
の
延
伸
に
よ
っ
て
自

立
し
た
高
齢
者
を
増
や
す
こ

と
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
一
日
で
も
長
く
自
立
し
た

誰
の
助
け
も
必
要
と
し
な
い
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

脳
卒
中
・
循
環
器
病
へ
の
知
識
、

そ
の
予
防
に
つ
い
て
皆
様
で
考

え
て
い
た
だ
き
、
人
類
が
未
だ

か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
無
い

高
齢
者
中
心
の
社
会
を
よ
り
楽

し
く
、
生
き
が
い
の
あ
る
も
の

に
し
ま
し
ょ
う
。

広
島
市
立
広
島
市
民
病
院

広
島
市
立
広
島
市
民
病
院

循
環
器
内
科
部
長

循
環
器
内
科
部
長  

西
岡
　
健
司

西
岡
　
健
司

循
環
器
病
対
策
基
本
法
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？

メリィハウス西風新都では健康維持やリハビリ強化をご希望されるフロアを
備えております。長期のご入居はもちろん、短期の宿泊も可能です。
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リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
ら
二

回
目
の
会
報
と
な
り
ま
す

が
、
今
号
で
は
、
四
年
ぶ

り
に
開
催
し
た
老
人
福
祉

大
会
の
様
子
を
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
「
読
ん
で

み
た
く
な
る
記
事
」、「
お

役
に
立
て
る
記
事
」
を
心

が
け
な
が
ら
、
各
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
や
会

員
の
声
を
集
め
、
編
成
作

業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
作
品
掲

載
を
手
始
め
に
、
次
号
か

ら
は
、
皆
さ
ん
の
文
化
活

動
を
通
じ
て
の
作
品
を
募

集
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広
報
部
員
一
同

　ご協賛いただいた皆さまへ　
　このたびは公益財団法人広島市老人クラブ連合会発
行の広報紙「市老連」に、広告のご協賛を賜り、厚く
お礼申し上げます。
　本紙は地域社会に友愛と生きがいを配信し先達の志
を継続すべく今後も発行してまいります。引き続きご
支援のほどお願い申しあげます。

公益財団法人広島市老人クラブ連合会

◆
編
集
後
記
◆

広島市老連の事業報告 会員の皆様の楽しい活動の様子を集めました！

文
化
活
動
を
さ
れ
て
い
る

会
員
の
皆
さ
ん
の
作
品
を

募
集
し
ま
す
！

　

絵
画
、
写
真
、
書
道
、
生
花
な
ど
日
頃

の
文
化
活
動
を
通
じ
た
作
品
を
写
真
に
収

め
、
市
老
連
に
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
応
募

の
際
は
、
会
員
の
氏
名
、
所
属
老
人
ク
ラ

ブ
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
日
頃
の
活
動
や
作
品

へ
の
思
い
な
ど
）
の
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

厳
格
な
選
考
基
準
は
な
い
こ
と
、
紙
面

の
都
合
上
す
べ
て
の
作
品
は
掲
載
で
き
な

い
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

素
敵
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

【
大
会
結
果
】

優
　
勝　

五
月
が
丘
Ｃ

北
村
、
大
迫
、
西
山
（
佐
伯
区
）

準
優
勝　

中
島
Ａ

番
匠
、
和
田
、
澤
井
（
中
区
）

三
　
位　

祇
園
・
長

長
尾
博
、長
尾
恵
、平
垣
内（
安
佐
南
区
）

四
　
位　

江
波

秋
月
、
三
宅
、
大
道
（
中
区
）

　

秋
晴
れ
の
下
、
各
区
大
会
を

勝
ち
抜
い
た
代
表
チ
ー
ム
の
選

手
た
ち
が
、
こ
の
時
期
に
Ｃ
Ｓ

を
戦
っ
て
い
た
カ
ー
プ
と
同
様
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優
　
勝
　
中
村　

千
晴（
中
区
）

準
優
勝
　
加
茂　

広
幸（
中
区
）

三
　
位
　
木
村　

忠
雄（
中
区
）

四
　
位
　
鵜
野　

信
行（
南
区
）

五
　
位
　
藤
本　

一
成（
東
区
）

六
　
位
　
新
井　
　

満（
中
区
）

　

紅
葉
の
季
節
、
各
区
の
大
会

を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
た
ち
が
集

ま
り
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

会員
投稿

ペ
タ
ン
ク
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

日
時
／
十
月
十
九
日
㈭　

会
場
／
新
牛
田
公

園
参
加
選
手
／
四
十
八
チ
ー
ム
一
五
二
名

日
時
／
十
一
月
十
六
日
㈭　

会
場
／
千
田
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド　

参
加
選
手
／
九
十
五
名

令
和
五
年
度

　

ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ
で
刺
し
ま
し
た
。

白
孔
雀
の
羽
根
の
微
妙
な
色
合
い
に

苦
労
し
ま
し
た
。

　

全
国
俳
句
大
会
で
最
優
秀
の
５
句

に
選
ば
れ
ま
し
た
。
受
賞
作
は

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

広
島
市
高
齢
者
作
品
展

全
国
俳
句
大
会
で

最
高
賞
を
受
賞

笑顔で記念写真 優勝チーム　五月が丘Cチーム笑顔で記念写真 優勝チーム　五月が丘Cチーム表彰された皆さん揃って笑顔で集合写真。おめでとうございました！表彰された皆さん揃って笑顔で集合写真。おめでとうございました！

「孔雀と牡丹」
出品者 安佐南区長束学区　峯㟢　節子
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